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子宮頸がんに対してできること ～ＨＰＶワクチンと子宮頸がん検診～

出典：厚生労働省 HPVワクチに関するリーフレット「小学校６年～高校１年の女の子と保護者の方へ大切なお知らせ（詳細版）」令和４（2022）年版
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/leaflet.html


年齢（５歳階級）別 子宮頸がん検診受診率

○ 他の年齢層と比べ、特に20～25歳の子宮頸がん検診受診率は低い。

※2019年国民生活基礎調査

子宮頸がん検診受診率 43.7%（20～69歳）
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（参考）子宮頸がん検診リーフレット
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発行：国立がん研究センターがん対策情報センター がん医療支援部検診実施管理支援室

協力：厚生労働行政推進調査事業費補助金「検診効果の最大化に資する職域を加えた新たながん検診精度管理手法に関する研究」班

https://ganjoho.jp/public/qa_links/brochure/leaflet/screening.html

【子宮頸がん検診】
対 象 者：20歳以上
受診間隔：２年に１回
検査項目：問診、視診、子宮頸部の細胞診及び内診

https://ganjoho.jp/public/qa_links/brochure/leaflet/screening.html
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注：納入数はサーバリックスとガーダシルの納入数を合わせたもの

H25.4-6月 H26.4-6月 H27.4-6月 H28.4-6月 H29.4-6月 H30.4-6月 H31.4-
R1.6月

R2.4-6月 R3.4-6月

HPVワクチンの接種状況の推移

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１

１回目 接種者数 98,656 3,895 2,711 1,834 3,347 6,810 17,297

接種率（％） 17.2% 0.7% 0.5% 0.3% 0.6% 1.3% 3.3%

２回目 接種者数 66,568 4,172 2,669 1,805 2,666 5,746 13,571

接種率（％） 11.6% 0.7% 0.5% 0.3% 0.5% 1.1% 2.6%

３回目 接種者数 87,233 6,238 2,805 1,782 1,847 4,184 9,701

接種率（％） 15.2% 1.1% 0.5% 0.3% 0.3% 0.8% 1.9%

（参考）HPVワクチンの接種率の推移（年度別）

定期接種化（Ｈ25.4月）

積極的勧奨差し控え
（Ｈ25.6月）

◯ HPVワクチンは、積極的勧奨の差し控え以降、接種数が低い状態が続いていたが、過去２～３年

の間に徐々に接種数が増加してきている。

注１：施設納入数はサーバリックスとガーダシルの納入数を合わせたもの
注２：施設納入数には、任意接種で用いられたものや納入されたが使用されなかったものも含まれる

※接種率は接種者数（地域保健・健康増進事業報告の「定期の予防接種被接種者数」より計上）を対象人口（標準的な
接種年齢期間の総人口を総務省統計局推計人口（各年１０月１日現在）から求め、これを１２ヶ月相当人口に推計し
たもの）で除して算出。

R2版リーフレット等
の個別送付を開始
（R2.10月）

H30版リーフレットに
よる情報提供を開始

（H30.１月）
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HPVワクチンのキャッチアップ接種に ついて①

 予防接種法では、接種のリスクとベネフィットを比較衡量し、ベネフィットがリスクを最も上回ると期待できる者を定期接
種の対象としている。 HPVワクチンについては、12歳から16歳になる年度中の女子が定期接種の対象。

 HPVワクチンの積極的勧奨の差控えにより、接種機会を逃した方に対して公平な接種機会を確保する観点から、時限的に、
定期接種の特例として、令和４年度より、定期接種の対象年齢を超えて接種を可能とする予定。（キャッチアップ接種）

• 積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった平成９年度生まれから平成17年度生まれまでの女子

• また、接種機会の確保の観点から、キャッチアップ接種の期間中に定期接種の対象から新たに外れる世代につい

ても、順次キャッチアップ接種の対象者とする。

※平成18年度生まれの女子は令和５・６年度の２年間、平成19年度生まれの女子は令和６年度の１年間のみ対象となる。

対 象 者

期間
⇒３年間

キャッチアップ
接種の期間中に
定期接種の対象
から新たに外れ
る世代

対象者 ⇒ ９学年
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• 過去にワクチン接種歴があり、長期にわたり接種を中断していた方は、残りの回数の接種（２・３回目又は

３回目）を行うことで差し支えない。（この場合、２回目と３回目の標準的な接種間隔は従来通り。）

• 過去に接種歴のあるワクチンと同一製剤で接種を完了することを原則とする。過去に接種したワクチンの種

類が不明の場合、ワクチンの種類等について医師と被接種者等がよく相談の上、接種を再開すること。（仮

に交互接種となった場合も、安全性に関する大きな懸念は示されていません。）

• 従来の予診票（定期接種用）に、過去の接種歴の有無、接種したワクチンの種類・接種回数の記載欄を追加

し、定期接種・キャッチアップ接種いずれにも使用できる改訂版を、令和３年度末目途にお示しする予定。

• 情報提供資材及び予診票を個別送付するなど対象者へ確実な周知に努めること。

実 施 に 当 た っ て の 留 意 点

HPVワクチンのキャッチアップ接種に ついて②

• HPV関連の子宮病変に対するワクチンの有効性は、概ね16歳以下の接種で最も有効性が高いが、20歳頃の

初回接種までは一定程度の有効性が保たれることが示されている。

• 定期接種の対象年齢以上の世代に接種した場合であっても一定程度の予防効果が期待できるが、性交経験に

よるHPV感染によってワクチンの予防効果が減少することが示されている。

• 定期接種の対象年齢以上の世代への接種においても、明らかな安全性の懸念は示されていない。

安 全 性 ・ 有 効 性

※ 第28回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会資料4、第47回予防接種基本方針部会資料1より一部抜粋改変 7

令和４年４月１日から令和７年３月31日までの３年間

期 間


